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令和６年４月２２日 

 

令和６年度 武蔵野市立第二小学校 学校経営計画書 
 

校長 松原 修 

 

１ 目指す学校 

 学校は、子どもたちの「笑顔」や「夢」があふれた場所でありたいと思います。   

その実現のために、全教職員が一丸となり、保護者・地域と連携の下、子どもたちの

豊かな学びを創造していきます。 

 

 

 

 

 

２ 教育目標 

 自他の人権を尊重し、自ら人生を切り拓き、多様な他者と協働してよりよい未来の

創り手となる児童を育てる。 

 

◎やさしく  多様性を認め、尊重し合う児童 

○かしこく  自ら学び、考え、行動する児童 

○たくましく これからの時代を生きる能力を身に付け、最後までやり遂げる児童 

 

目指す子どもの姿 目指す教職員（学校）の姿 

 

【多様性を認め、尊重し合う児童】 

・相手の立場を考え、行動する。 

・いじめはしない、見過ごさない。 

 

 

 

【自ら学び、考え、行動する児童】 

・自ら課題を見付け、主体的に判断し、より

よく問題を解決しようと努力する。 

・自分の得意を伸ばすとともに、苦手にも 

挑戦する。 

・将来に向かって、自ら学び続ける。 

 

 

【これからの時代を生きる能力を身に付け、 

最後までやり遂げる児童】 

・休み時間は積極的に外遊びを行う。 

・体力向上に意欲的に取り組む。 

・自己の目標を定め、新しいことにチャレン

ジし、最後までやり抜く。 

 

【居心地のよい学級・学校づくり】 

・命を大切にする心と規範意識を育てる。 

・交流や自然体験活動を充実させ、他者と 

協働する力や思いやり等の豊かな人間性

を育む。 

 

【常に学び合いよりよい授業を目指す教師】 

・意図的、計画的な授業を行う。 

・教材研究や校内研究の充実により、児童に

学び方を習得させ、学ぶ楽しさを味わわせ

るとともに、児童の自信と意欲を育む。 

・常に子どもの姿による授業評価や授業 

改善を行う。 

 

【常に子どもと共に活動する教師】 

 

・子どもと共に過ごす時間を確保する。 

・心身の健康を保つ。 

・自己の課題の克服に向けて、新しいことに

挑戦し、努力する。 

子どもたちの「笑顔」と「夢」があふれる学校 
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３ 中期的目標と方策 

（１）「やさしく 多様性を認め、尊重し合う児童」関連 

① 児童が多様な価値に気付くために、教育活動全体を通して道徳的実践の充実

を図り、多様性を認め、お互いを理解し、尊重する等の心情を育てる。 

② 思いやりの心やリーダー性を育成するために、異年齢集団の活動を意図的・

計画的に行う。 

③ 学校風土調査を実施し、その活用法を研究することで、いじめや不登校等の

未然防止の指導に生かす。 

④ 教職員が児童に対して丁寧な言葉で話すことにより、言語環境の整備に努め、

児童の人権意識・人権感覚を高める。 

 

（２）「かしこく 自ら学び、考え、行動する児童」関連 

① 一人一人の児童の実態を的確に把握し、「主体的・対話的で深い学び」を実現

するための授業改善を行い、教員同士が学び合い、授業の質を高める。 

② 問題解決的な学習や体験的な学習を積極的に取り入れ、児童の思考力・判断

力・表現力を育成する。 

③ ＩＣＴ機器を最大限活用することで、「個別最適な学び」と「協働的な学び」

の実現を図る。 

④ 学習規律を定着させ、児童が集中して学ぶことのできる環境を作る。また、

保護者と連携し学習習慣の確立を図る。 

 

（３）「たくましく これからの時代を生きる能力を身に付け、最後までやり遂げる

児童」関連 

① セカンドスクール・プレセカンドスクール・移動教室・遠足などを通して、

自然に親しみ、体験的活動や規律ある生活、集団活動を経験させ、たくましい

心と体を育てる。 

② 地域協力者の支援を得ながら、地元の自然・文化・施設を活用し、環境保全、

自然愛護、地域の一員としての自覚、すすんで社会にかかわる心などを育む。 

 

（４）学校運営に関する新しい協働体制の構築 

 令和４年１２月に出された「学校・家庭・地域の協働体制検討委員会報告書」

を踏まえ、令和７年４月の学校運営協議会機能を取り入れた「開かれた学校づく

り協議会」の立ち上げに向けて準備を進める。  
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４ 令和５年度の課題（令和５年度 学校評価報告書より抜粋） 

項目 重点目標 改善策・対応策 

豊
か
な
心 

友達のよさを認め、互

いに思いやりのある

言葉をかけ合えるよ

うな指導 

・児童も、友達のよいところを認めたり、思いやりをもった行動をとったりするこ

とができている（90.3→89.9％）と回答している。帰りの会や異年齢集団活動等

で振り返りの場面を設定し、継続して指導していく。 

いじめの未然防止、早

期発見・対応・解決 

・児童は、９割弱が安心して学校生活を送っていると回答している。保護者アンケ

ートでも、肯定的評価が増え、「わからない」という回答が減った

（26.2→21.1→19.2％）。引き続き、学校の取組を積極的に発信していく。 

《学校関係者評価を受けての学校の改善方策》 

・ウェルビーイングについては、これまで以上に意識をして取り組んでいく必要がある。来年度は、家庭と

子どもの支援員も、教育委員会と連携して、常駐型を導入する方向で調整をしている。不登校や登校しぶ

りが増えている状況を踏まえ、子どもたちが安心して学校に通えるための環境づくりを進めていく。 

・「安心できる学校生活を送るためのアンケート」において、保護者に伝えるべき内容の記述があった場合

は、保護者と共有して対応していく。 

確
か
な
学
力 

指導計画に則った意

図的、計画的な授業 

・児童は、授業を楽しくうけている（89.3→90.9％）、授業の内容はよく分かる

（93.3→94.7％）と回答している。同様に、学習については、保護者も比較的肯

定的評価が多い。その回答に見合う学力を身に付けさせていく必要がある。 

・校内研で算数を取り上げ、多様な考えが出る問題の開発、価値のある協働的な学

びができる場面設定等に取り組んでいる。授業の中で自分の考えを伝えたり発表

したりしながら、学びを深めていけるようにしていく。 

・家庭学習については、児童の負担感や家庭の考え方が、家庭ごとに違っている。

全体としては、児童の負担感を減らし、デジタル教材の活用を増やしていきたい。 

ＩＣＴ機器を有効に

活用できる指導計画

の充実 

・児童の様子を見ていると、学習者用コンピュータを利用することで、普段は授業

に消極的な児童でも、意欲的に取り組もうとしている様子は見られる。今後は、

学習の定着度や、学習以外に利用している児童がいないか、確認していく必要が

ある。 

《学校関係者評価を受けての学校の改善方策》 

・アンケート項目について、学校が何を知りたいのか、その内容を子どもたちが理解しているかを、確認す

る必要性を改めて感じた。児童が発表することについて、従来の挙手をして黒板の前に出るというスタイ

ルにこだわらない、今日的な形を取り入れていきたい。また、ＩＣＴについても、保護者と情報を共有し

ながら活用を進めるとともに、子どもたちの 視力も含め、ＩＣＴのデメリットが出ないように、改めて

情報モラル教育、デジタルシティズンシップ教育に取り組んでいく。 

健
や
か
な
体 

運動に親しむ態度・体

力の向上 

・児童数が少しずつ増えていており、校庭も、全校児童が同時に遊ぶには、手狭に

なっている。二小オリンピックや、学校として計画的に取り組む活動を工夫して

いきたい。 

給食指導や食に関す

る指導、給食後の歯磨

き 

・児童は、食事のルールやマナーを守って、給食を楽しく食べていると回答してい

るが、保護者は学校の様子が分からない。給食の様子等も、発信していく必要が

ある。また、歯磨き指導は、さらに浸透させていきたい。 

《学校関係者評価を受けての学校の改善方策》 

・今年度始めた歯磨き指導は、まだ子どもたちに十分浸透していない。一律の押し付けにならないようい配

慮しつつ、継続して取り組んでいく。 

・児童数が増えており、休み時間の校庭も子どもたちであふれている。来年度は、休み時間に、順番に体育

館を活用できるようしていく。 

保
護
者
・
地
域
と
の
連
携 

保護者や地域の協力者の

支援のもと、校外学習や

地域学習の推進 

・児童の発想を生かしながら、マンネリにならない取組を、引き続き工夫していく。 

各種たよりやホーム

ページ等を活用した

情報発信 

・昨年度に引き続き、高い評価をいただいている。保護者のニーズをとらえた情報

を発信できるように、これからも工夫していく。 

《学校関係者評価を受けての学校の改善方策》 

・情報が保護者まで届いていないということを強く感じる。各種たよりについては、デジタル化を進めてい

く。ただし、そのことでかえって保護者に情報が届かなくなってしまうことも懸念される。必要に応じて、

紙での情報発信とデジタルでの情報発信を使い分けていく必要がある。 

https://dai2-e.musashino-city.ed.jp/modules/hp_jpage24/ 
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５ 今年度の重点目標と方策 

（１）豊かな心の育成 

① 子どもたちが、友達のよさを認め、互いに思いやりのある言葉をかけ合える

姿を目指しています。そのために、私たち教職員も子どもたちのよさを認め、

励ます声かけを心がけます。（全） 

② 問題解決的な学習や体験的な活動を適切に取り入れる等、特別の教科道徳の

授業を改善し、考える道徳、議論する道徳を実践します。今年度は、「善悪の判

断」「個性の伸長」「親切、思いやり」「規則の尊重」「公正、公平、社会主義」

「生命の尊さ」を全学年共通の重点内容として取り組みます。家庭でも道徳の

授業について話題にしていただくために、学年だより等に「資料名」を記載し

ます。（担任） 

③生命を大切にする考えや、自分や相手、一人一人を尊重する態度等を身に付け

るための教育（生命の安全教育）を、全学年で、年間１単位時間以上実施しま

す。（担任） 

④学校生活の中から身近な課題を計画的に設定し、多様な意見を認め合い、それ

ぞれのよさを生かしながら対話を通じて合意形成するような学級活動を実践

します。（担任） 

⑤ 「なかよしグループ」による異年齢集団活動や、近隣の保育園・幼稚園・   

こども園、高齢者等との交流活動を計画的に実施します。（特活・担任） 

⑥ ９月の「いじめ防止重点月間」、年３回の「ふれあい月間」に行うアンケート

調査、年２回の「学校風土調査」、都のスクールカウンセラー及び市の派遣相談

員を活用し、子どもたちの様子を把握します。いじめ防止対策委員会を定期的

に実施し、いじめや不登校等の未然防止、早期発見・対応・解決に取り組み、

取組内容を保護者に報告します。教室に入れない子のために、新たにどんぐり

ルームを活用します。（生活指導・学校風土調査） 

⑦ 授業のユニバーサルデザインを実践するとともに、こぶし教室や個別支援 

教室（ステップルーム）、学習支援教室（まなべえ）を活用し、一人一人の子ど

ものよさを伸ばし、個に応じた指導・特別支援教育を推進します。個別指導計

画や学校生活支援シートを作成し、活用します。（担任・特支ＣＤ） 

⑧ 落ち着いた学校生活を送れるよう、二小のきまり・やくそくを守り、静かで

丁寧な清掃活動を行います。（全） 

⑨ 生活指導夕会で共通理解を図り、組織的な対応を推進します。（全） 

 

（２）確かな学力の育成 

① 指導計画に則った意図的、計画的な授業を行うとともに、授業時数の管理を

適切に行います。講師を活用し、高学年の教科担任制に取り組みます。（全） 

② 武蔵野市民科の学習を工夫し、継続して取り組める単元開発を行うとともに、

自立、協働、社会参画に関する資質・能力を育みます。（高学年担任） 

③ ＩＣＴ機器を正しく、有効に活用できる指導計画を作成し、効果的な授業や

効率的な家庭学習を実現します。（ＩＣＴ・全） 
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④ 教員は、お互いに授業を参観したり、ＯＪＴ研修を行ったりして、指導力の

向上に努めます。（全） 

⑤ 校内研究では「算数」に取り組み、協働的な学びに焦点をあて、子どもたち

に考える楽しさを味わわせ、思考力を高めます。（研推） 

⑥ ＡＬＴや学習指導補助員、学校司書等、様々な教職員と連携を図り、授業の

質を高めていきます。（全） 

⑦ 障がい者理解教育や国際理解教育に取り組み、「子どもにとって大切な子ど

もの権利」等について学習する機会を設定します。（全） 

⑧ 二小のきまり・やくそくを徹底し、学習規律や学習習慣を確立します。 

・学習前に学習に必要な物を準備する。 

・「はい」と返事をして、立って答える。 

・みんなに聞こえる声で発表する。 

・話している人を意識して話を聞く。 

また、保護者と連携し、「二小学習者用コンピュータ使用ルール」の定着を 

図ります。（担任・ＩＣＴ・全） 

⑨ 学校行事は、日頃の学習の成果を発表する場とします。行事に向けた指導は、

指導時間・内容を十分吟味し、計画的・継続的に行います。（体育的・学芸的） 

 

（３）健やかな体の育成 

① 体育の授業や体育朝会、体育的行事、学期に１回の二小オリンピックや中休

み等の外遊びの奨励等、運動に親しむ態度を養い、体力の向上（本校の課題は

ソフトボール投げ・握力・反復横とび）に努めます。また、教員も休み時間は

できるだけ子どもと一緒に遊ぶように努めます。（体育的・全） 

② 市の栄養士による給食指導や食に関する指導・取組を通して、正しい食事の

ルールやマナーを定着させます。また、食物アレルギーへの適切な対応を徹底

します。昨年度に引き続き、４年生以上の希望者に、給食後の歯磨きを実施し

ます。（担任・生活指導・給食担当） 

③ より実践的な避難訓練を工夫し、安全指導や各学年の防災訓練（低学年：煙

体験、３年：起震車、４年：初期消火訓練、５年：外部講師による着衣泳、６

年：ＡＥＤ体験）等を通して、自助・共助の意識や態度を育みます。（生活指

導・全） 

④ 生活リズム表の効果的な活用を進めます。（生活指導） 

 

（４）保護者・地域との連携（全） 

① 保護者や地域の協力者の支援を得て、校外学習や地域学習を推進します。 

② 子どもたちに対して地域行事への参加を促し、地域との関わりを深めます。 

③ 各種たよりやホームページ等を活用することにより、積極的かつ安定的に 

情報発信し、地域に開かれた学校を作ります。 

・ホームページは、各学年が子どもの様子を月４回以上発信します。 

・学校だよりや学年だよりは、連絡事項だけではなく、本校の教育活動や子ど

もの姿が見えるものにしていきます。 
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・学年、学級単位のお知らせは、保護者連絡帳アプリを活用して、デジタル化

を進めます。 

④ 開かれた学校づくり協議会や学校評価アンケートの意見を真摯に受け止め、

教育活動の改善充実を図ります。学校運営協議会機能を取り入れた「開かれた

学校づくり協議会」立ち上げに向けて準備を進めます。 

 

（５）働き方改革の推進 

① 『Something New』を常に心がけ、前年度の課題、今年度の工夫、起案者の 

思いを教育活動の改善に生かします。（全） 

② 週に１日は定時退勤日を設定します。定時退勤日以外も遅くても２０時退勤

に努めます。また、午後の出張は直帰に努めます。（全） 

③ 保護者が記入する様式等は、Google フォームの活用やホームページに公開す

るなどデジタル化、ハンコレスを推進します。（ＩＣＴ） 

④ 教職員の得意を生かし、学校運営の効率化を進めます。（全） 

 

（６）その他 

① 校内ＯＪＴを推進します。（ＯＪＴ担当、主幹、主任） 

・ 主幹教諭は、主任教諭のＯＪＴを行い、主任教諭が次期の主幹教諭となる

よう育成します。 

・ 主任教諭は、学校運営に積極的に参画し、若手教員にアドバイスするとと

もに、主幹教諭の補佐を行います。 

② 服務の厳正（全） 

・ 信頼される学校づくりのために教職員一人一人が教育公務員としての自覚

と高い倫理観をもち、服務の厳正に努めます。体罰は絶対に行いません。 

・ ＩＣＴを活用し、無駄を省き、教育効果を高めます。個人情報の管理を徹

底します。 

・ 学校予算は、計画的かつ効果的に執行します。 

・ 私費会計は、「武蔵野市立学校の学校徴収金事務取扱の手引」に従い、保護

者の負担がより適正になるよう、計画的かつ効率的に執行します。 

 

６ おわりに 

 

 

 

 

開校 150 周年という大きな節目を経験し、今年、12 名の教職員が着任しました。

この機会をとらえ、二小は次の一歩を踏み出し、新しいことにもどんどん挑戦して

いきたいと考えています。 

私たちは今年、「Chance、Challenge、Change、そして Creative」に取り組んで  

いきます。 


